東京支部「第５５回　東京ごきそサロン」開催のご案内                                    
開催日時　： 　平成２７年６月１０日（水）１８時００分～２０時００分

開催場所　： 　八重洲倶楽部（東京駅八重洲口地下）     電話：03-3275-0801
テ ー マ　： 　「生物に学ぶ驚異のナノテク－現代生活に役立つ生物機能の事例紹介とその応用の現状ー」
講　　師　： 　川口　武行（かわぐち　たけゆき）氏（Ｄ44卒)　 東京工業大学特任教授、ナノファイバー学会副会長

  1969年名古屋工業大学工業化学科卒、1971年京都大学大学院工学研究科工業化学専攻修了。同年帝人株式会社入社。中央研究所、高分子研究所でイオン交換膜、逆浸透膜、血液透析膜の研究開発に従事。東京工業大学で1990年工学博士号取得(有機薄膜高分子の高機能化)。1991年以降、先端技術研究所長、研究企画部長、常務理事（研究開発担当）を経て2009年帝人退職。その後、現職。

講演概要　：　近年、持続可能なモノ作りの有り方を目指した“生物機能に学ぶモノ作り”が見直されている。1960年代から90年頃までにも“バイオミミクリー”という用語で生体機能を模倣したモノ作りを追究する動きはあったが、この時点ではまだ生体機能を学ぶことに留まっており、それが人間生活の質向上や地球環境に優しいモノ作りにまで広がることはなかった。ところが、1990年代に登場してきたバイオケミストリーとナノテクノロジーの進展によって、ファインケミカルでの実用化事例や環境負荷の少ない原材料で生体に似た機能を発現できないかという動きが欧米を中心に出てきて事情は一変してきた。

　　　　　　　本講演では、生体の持つ機能の中で、超省エネ移動機能、持続可能なエネルギー創出機能（光電変換・圧電変換生物、発熱植物）、水の体内確保機能、生命の防御機能（体表面防汚機能、超高感度センサー機能）などの生体機能が、ナノテクノロジーやバイオテクノロジーを介して現実的なモノ作りにどのように活かされてきているかを例示いただきながら、今後の持続可能なモノ作りの有り方について、分りやすく、面白くお話しいただく。
会　　費  ：  名古屋工業会会員：１，０００円、非会員：１，５００円（全員に食事が付きます）
申 込 先 ：   食事の準備の都合上、６月６日（水）までに下記の各科常任幹事宛、電話、FAX又はe-mailでお申し込み下さい。各科常任幹事は出席者名簿を６月６日(土）までに鈴木まで E-mail（spyn5cf9@canvas.ocn.ne.jp ）によりご連絡下さい。　

	  Ｃ：橿尾恒次 Tel : 03 - 5833 – 7722

　　　　　　　 Fax : 03 – 5833 – 7740
    e-mail: k_kashio@koutsuservice.jp
  Ａ：石田交広 Tel : 03 – 3533 - 6081
           　　Fax : 03 - 3533 - 9407
    e-mail: t_ishida@tomoe-corporation.co.jp
  Ｍ：松浦明人 Tel : 080‐3560‐1430  
   e-mail: matsuura.akito@showa-aircraft.co.jp　Ｅ：三浦太朗 Tel/Fax : 050‐1580‐3039
e-mail: violataro@yahoo.co.jp
Ｄ：鈴木満雄 Tel/Fax : 03‐3713‐8214             e-mail: spyn5cf9@canvas.ocn.ne.jp
 
	Ｗ：印藤　嶠 Tel/Fax : 047‐492‐1384
    e-mail: t-nikka1117@cg7.so-net.ne.jp
Ｙ：日沖　昭 Tel/Fax : 045 – 911 – 3340
      e-mail: hioki3@y6.dion.ne.jp
Ｋ：細谷佳弘 Tel/Fax : 03‐5721‐0367
      e-mail: y-hosoya@oo.em-net.ne.jp
Ｆ：小川一郎 Tel/Fax : 049‐264‐0767
     e-mail: i-ogawa@mtj.biglobe.ne.jp
Ｂ：佐藤　弘 Tel/Fax: 045‐ 825 - 3734
     e-mail: sato-sato@c3-net.ne.jp



